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昨年、県内で山岳での遭難事故が６６件発生し、

そのうち３２件（６人死亡・６人けが）が山菜採

りによるものでした。遭難事故はタケノコ採り

が盛んな６月に集中しています。

万一、遭難した場合、捜索に多額の費用がか

かるだけでなく、家族を始め数多くの方々に心

配をかけることになります。遭難事故に注意し

ましょう。 問総務課（内線２５９）

入山されるかたは、次の点を守ってください。

１人で山に入らない。

家族に行き先、帰宅予定時間を知らせる。

同行者と常に声をかけ合う。

万一に備えて、食料、雨具、マッチなどを持つ。

自分のいる位置をよく確かめる。

明るいうちに早めに下山する。
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奨励金が支給されます！
研修実施後、男性従業員が２０日
以上の育児休業を取得した場合、
事業主に２０万円、育児休業取得者
本人に５万円の奨励金を支給し
ます（１企業１回に限ります）。

問県労働政策課
�０１８―８６０―２３０２

企業での研修をバックアップ！

独立・起業や新事業を行う
子会社の設立を支援します！

「お父さんの育休」応援します！
男性従業員の育児休業の取得実績がない、中小
企業を対象に支援します。

男性の育児参加への理解を深めるための従業員
研修に、講師を派遣します。

創業経費の３分の１を支援
非自発的離職者を１人雇うと３０万円を支給
地域に貢献する事業を行う法人を設立し、６５歳未満の労働

者を３人以上（そのうち非自発的離職者を１人以上）雇用し
た場合、創業経費及び労働者の雇い入れを支援します。
支給を受けることができる条件
・次のような法人を設立すること
株式会社、有限会社、ＮＰＯ法人、社団法人、財団法人、社会
福祉法人、医療法人など

・主な事業が地域に貢献する事業であること
社会人向け教育サービス、子育てサービス、高齢者ケア
サービス、医療サービスなど

◎支給要件や手続きのお問い合わせは
�財産業雇用安定センター秋田事務所 �０１８―８９６―５８２３
秋田労働局職業対策課 �０１８―８８３―００１０

目先の収穫よりも 早めの下山

遭遭難難事事故故ににごご注注意意をを！！

応援その２

応援その１

来春に高校を卒業する予定のかた
を対象とした求人の受け付けが、６月
２０日から開始されます。
企業の将来を担うフレッシュで優
秀な人材の確保と、若者の地元定着に
よる活力ある地域づくりのため、学卒
求人の早期提出をお願いします。
問ハローワーク大館�４２―２５３１

高校生福祉の進路ガイダンス
福祉施設などへの就職を希望して
いる、福祉に関心を持っているすべ
ての高校生を対象に、福祉の仕事や
資格取得方法、現場の状況などの情
報を提供します。個別面談も予定し
ています。
と き・６月１２日（土）１３：００～１６：００
※受け付けは１２時３０分からです。
ところ・大館市総合福祉センター
参加料・無料
※各高校進路指導担当教諭へお申し
込みください。

問秋田県社会福祉協議会
福祉保健人材センター

�０１８―８６４―２８８０

事業主の皆さんへ


